
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【引津小学校の本年度の重点目標】 

～考えて動く子ども～ 

〈学び合い・学習の準備〉〈ふわふわ言葉・もくもく掃除〉〈進んであいさつ・安全な行動〉 

〈 戦争の悲惨さと平和の尊さについて学びました！ 〉 

 １０月３日（木）・４日（金）に行う予定だった修学旅行が、台風１８号の影響によ

り延期となりましたが、無事に１０月７日（月）・８日（火）に行いました。当日は天

候にも恵まれ、充実した学習となりました。 

 最初に訪れた平和公園で『平和集会』を行い、全校児童で折った千羽鶴を折鶴の塔に

捧げました。その後、平和宣言を行い、心を込めて「蛍」を合唱しました。この様子を

外国人観光客の方も熱心に見ておられました。被災地で学んだことをしっかりと胸に刻

み、平和な世の中にするために行動してくれることを期 

待します。 

引津小学校 学校だより １５号 

 
令和元年１０月１８日（金）                     文責：校長 大谷俊浩 

行行事事ををととおおししてて、、子子どどももたたちちははたたくくささ
んんののここととをを学学んんででいいまますす。。  し お か ぜ 

★『セアカゴケグモ』が糸島市高田で発見されました。注意をお願いします！もし、近
くで発見した時は、332-2068（市生活環境課）まで連絡をお願いします。 

〈 ４年生が大縄飛びに挑戦！ 〉 
 糸島市民祭りにおいて、第１回小学生大縄跳び大会が開催されました。本校からは、代表で 
４年生３３名が出場し、本番では３分間に２３６回の記録を出しました。残念ながら優勝はで 
きませんでしたが、 
練習や大会をとおし 
て、『挑戦する心』や 
『仲間と団結するす 
ばらしさ』を学びま 
した。練習時には、 
６年生が応援のために 
寄せ書きを作成してく 
れました。 

≪平和宣言≫ 

どうして、戦争は起きるのか。私たちは考えました。戦争は、
人々の怒りや憎しみ、欲が生み出すものです。つまり、戦争と
は人の心の中で生まれるもの・・。だとしたら、私たちの心の
中から、平和を生み出すこともできるはずです。世界で最後に
原爆が投下されたこの長崎で、たくさんの方々がひとつきりの
命を落としていったこの長崎で、私たちは平和な世の中を築く
ために宣言します。１つ、怒りや憎しみ、欲のままに流されず、
正しい判断ができる力を身に付けます。１つ、常に相手の気持
ちを思いやり、自分の身に置きかえて考えます。１つ、まず隣
にいる友達を尊重し、そのつながりが大きく広がるように絆を
大切にしていきます。これから出会う、どの国の人たちとも互
いに手をとり、平和な世の中を築いていきます。夢があふれる
世の中をつくっていきます。 

【練習風景】 【当日の様子】 

裏へ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈 秋の音楽鑑賞会！ 〉 
１０月９日、福岡県警察音楽隊の皆様に来校い

ただき、全校で音楽鑑賞会を行いました。クラシ
ックをはじめ、ポップスや子どもたちが大好きな
アニメソング、そして本校の校歌など、たくさん
の楽曲を演奏いただき、子どもたちも大喜びでし
た。また、カラーガード隊のパフォーマンスも見
ごたえがありました。音楽の素晴らしさを堪能し
たひとときでした。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈 秋晴れのもと、稲刈りを体験！ 〉 
１０月４日、５年生が保護者、地域の方々の

協力を得て、絶好の秋晴れの中、稲刈りを行い
ました。子どもたちは、初めて稲刈りをする子
も多く、ぎこちない鎌の使い方ではありました
が、黙々と稲刈りに取り組みました。田植えと
同様、なかなか手作業で行う機会が少なくなっ
ている中、日頃食べている“お米”の生産につ
いて、理解を深めました。次は、いよいよ餅つ
きです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈 うれしいお便りが届きました！ 〉 
先日、校区の方から、心あたたまるお便りをいただきましたので、一部を紹介します。 
「一昨日のことです。とても、心あたたかくなる嬉しいことがありました。船越のＡさんに書類を

届けに行く途中で、道がわからなくなり、下校中の子どもさんに尋ねました。とても丁寧で、礼儀正
しく対応してくれました。「僕がご案内しますから、後ろについて来てください」と言って、先導し
てくれました。途中で、自宅の母親にランドセルを渡し、「○○さんを案内してくる」と言って、先
を走ってくれて、玄関先まで連れて行ってくれました。口で説明してもわかりにくいと思 
ったのでしょう。私は、本当にうれしくなりました。さわやかな気分になりました。６年 
生のＢ君です。とても喜んでいたとＢ君にお伝えいただければ幸いです。」（一部、修正） 
職員全員で手紙を共有し、とても喜びました。ありがとうございました。 
 

 

 

 

 

 

 

〈 オリンピック・パラリンピック・ムーブメントを実践します！ 〉 
2020年の東京オリンピック・パラリンピック開催へ向けて、 

国は、オリンピック・パラリンピック・ムーブメントを 2016年 
から全国展開しています。その中で、「オリンピック・パラリンピ 
ック教育」として、全国の小・中・高校・特別支援学校の中から 
毎年実践校を選出して、オリ・パラ教育を推進しています。オリ 
・パラ教育では、①オリ・パラの教育的価値、②おもてなし精神 
・ボランティア精神、③パラリンピックや障がい者スポーツ、④ 
スポーツを通した国際理解、⑤スポーツを楽しむ心、の５つのテ 
ーマをもとに学習します。 
 本校は、本年度の実践校（福岡県で６つの小学校）に選出され、 
右の認定証をいただいています。まず、１０月２１日（月）には、 
パラリンピックの「ブラインドマラソン」日本強化指定選手の山 
下慎治選手に来校していただき、４年生の子どもたちに対して、 
講話と実技（１人がアイマスクをして目隠しをし、もう１人が誘 
導する。２人は、直径３０ｃｍほどの輪を一緒に握り、動きを合 
わせえて走る。）をしていただきます。 
 ４年生は、毎年、志摩園の方との交流を総合的な学習の時間を 
とおして行っているので、その学習と関連づけて行います。また、 
今週は、事前にパラリンピックについての学習を行います。保護 
者・地域の方も是非、ご参加ください。 
★１０月２１日（月）１０：４５～１２：３０ 

講話：会議室、実技：運動場 

  

 

 

 

【国からの認定証】 


